
本剤投与中は、臨床症状等の観察や血中濃度のモニタリングを行うなど
慎重に投与すること。
なお、小児の気管支喘息に投与する場合の投与量、投与方法等については、
学会のガイドライン＊等、最新の情報を参考に投与すること。
＊日本小児アレルギー学会：小児気管支喘息治療・管理ガイドライン2005

本剤の使用上の注意に、小児気管支喘息治療・管理ガイドライン2005の長期
管理に関する薬物療法プランにおける本剤使用時の留意点等を反映しました。
・患児の状態（発熱、痙攣等）等を十分に観察するなど適用を慎重に検討し投与
  すること
・2歳未満の熱性痙攣やてんかんなどのけいれん性疾患のある児には原則とし
  て推奨されないこと
・保護者等に対し、発熱時の対応をあらかじめ指導しておくこと
・発熱時には、一時減量あるいは中止できるように、ドライシロップの調剤時（他
  の薬剤と配合しないことが望ましい）の注意を記載
痙攣等の重篤な副作用発現を防止し、本剤をより安全にご使用いただくために、
裏面に記載の３点を必ずご確認ください。また、添付の指導箋を用いて、保護
者の方に、特に発熱時の注意点をご指導いただきますよう、お願いいたします。

テオフィリン1回投与量の目安

6ヵ月未満
6ヵ月～1歳未満
1歳～2歳未満
2歳～15歳

原則として投与しない
3mg/kg
4～5mg/kg
4～5mg/kg

年　齢

〈〈 お願 い 〉〉

テオフィリン徐放製剤を
小児に処方される先生方へ

〈用法・用量に関連する使用上の注意〉

監修：日本小児アレルギー学会
　　　ガイドライン作成委員会

1. テオフィリン1回投与量の目安（通常の用法は、1日2回投与とされている）

2. 注意すべき投与対象等
2歳以上の重症持続型の患児を除き、他剤で効果不十分な場合などに、
患児の状態（発熱、痙攣等）等を十分に観察するなど適用を慎重に検
討し投与する。なお、2歳未満の熱性痙攣やてんかんなどのけいれん
性疾患のある児には原則として推奨されない。
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　服用中の薬剤（相互作用のある薬剤）についての確認
テオフィリンと相互作用を示す薬剤がありますので、服用中の薬剤について確認
してください。

★てんかん及び痙攣の既往歴のある小児
→発熱時には服用を中止し、解熱してから服用を再開する。

★乳幼児（5歳以下）
→発熱時には減量（1日の飲む量を減らす）を指導する。2歳未満の場合に
　は中止も考慮すること。
また、注意深く観察するよう指導し、副作用があらわれたとき、いつもと違
うなと感じたときには、服用を中止するよう指示する。

◎てんかん及び痙攣の既往歴
◎発熱の有無
◎服用中の薬剤（相互作用のある薬剤）

保護者の方にご確認ください
テオフィリン徐放製剤を処方される前に

　てんかん及び痙攣の既往歴のある小児に関する注意
乳幼児（5歳以下）の場合は、他の抗喘息薬での治療の優先を考慮するなど注意
してください。特に、2歳未満のけいれん性疾患のある児には、原則として本剤

の使用は推奨されておりませんので、適用を慎重に検討してください。

　発熱時の注意
発熱時にはテオフィリン血中濃度の上昇や痙攣等の症状があらわれることが
あります。
発熱は痙攣のリスクファクターであり、小児、特に乳幼児は成人に比べて痙攣を惹
起しやすく、また、テオフィリンクリアランスが変動しやすいことが知られています。
処方時に発熱している場合や、本剤服用中に発熱した場合の注意は、下記の
記載を参考に指導してください。

※1 インフルエンザの場合、発熱に伴いクリアランスが2分の1に低下し、解熱3日目に
元に戻ったという報告があります。

※2 テオフィリンクリアランスに影響を及ぼす合併症や併用薬等も考慮の上、ご判断ください。



◎このお薬でみられやすい好ましくない作用（副作用）について
お薬は人によって、目的とする作用以外に、好ましくない作用（副作用）があ

らわれることがあります。本剤でみられやすい副作用は、はきけがする、食

欲がない、興奮する、寝つきが悪くなるなどの症状です。

◎発熱したとき
発熱している状態で本剤を飲むと、副作用があらわれやすくなります。発熱

に気がついたら主治医の先生の指示に従ってください。

　　 発熱時には飲むのをやめて、熱が下がってからまた飲みはじめる。

　　 発熱時には1日の飲む量を減らす。
　　 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※主治医の先生から受けた指示を忘れないよう、　にチェックしてください。

◎ほかの先生にお薬をだしていただくとき、薬局でお薬を買うとき
お薬の中には本剤の作用を強めたり、弱めたりするものがあります。飲み

合わせにより、副作用があらわれることや、喘息発作を起こしやすくなるこ

とがあります。

医師、薬剤師の先生に、お子様が本剤服用中であることをお伝えください。

◎このような飲ませ方は避けてください！
発作が治まらないから、飲み忘れたからといって２回分を１度に飲ませない

でください。飲ませる間隔を短くするのも避けてください。副作用があらわ

れやすくなります。

※副作用があらわれたとき、お子様の様子がいつもと違うなと感じたときには、

主治医の先生に相談してください。

テオフィリン徐放製剤をお飲みになる
お子様の保護者の方へ

確認してください！

主な製品名
　テオロング
　テルバンス

テオドールなど




